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■応募締切／１月11日㈭必着
■あ て 先／〒７８３－８５０１
　　　　　　南国市大埇甲２３０１
　　　　　　南国市企画課「親子クイズ係」
　　　　　＊はがきで応募
■賞　　品／正解者の中から抽選で、５名に
　　　　　　図書カード（1,000円）を贈呈

　親子クイズは、広報委員が毎月順番に
考えています。　　　　　　　　　　　

★応募総数／64通　　★正 解 率／97％

【第547回当選者】
片山　澄子 （日吉町）
西森　美保 （日吉町）
曳地　樹 （駅前町）
市川　辰哉 （大埇甲）
永野　緒里恵 （高知市）

【第547回解答】

説明文から言葉を当ててください。５種類の言葉がわかったら、□に
入る文字をとって、キーワードを完成させてください。言葉はすべて
ひらがなで記入します。

１．○○はあけぼの、夏は夜 答え：□○

２．一年で最初の祝日 答え：○○○□

３．わたしたち、学名：ホモ・サピエンス 答え：□○

４．歌の上手な人、○○○○○大会 答え：□○○○○

５．かたつむりの別称、○○○○むし 答え：□○□○むし

キーワード：□ □ □ □ □
ジングルベル

　

緊急地震速報を見聞きした際の対応行動⑫緊急地震速報を見聞きした際の対応行動⑫
- 安きに居て危うきを思う -
やす あり あや おも居安思危

こ あん し き

居安思危
こ あん し き

１２．商店街・飲食店街にいる時

緊急地震速報を入手する手段 強い揺れから身を守るための事前の備え

●ビル付近にいる場合は、直ちに離れるか、またはビルの中へ退避する。
●アーケード街にいる場合は、直ちに離れて広い場所で身を低くする。退避できない場合は、落下物等

に注意してカバン等で頭を守る。
●飲食店や居酒屋にいる場合は、瓶類等から離れ、テーブルやカウンターの下に隠れて頭を守る。
●古い建物の１階にいる場合は、建物から離れて退避する。

■問い合わせ　危機管理課  ☎８８０-６５７５

家屋（屋根瓦）の軒下、壁、ブロック塀、エアコン室外機、プロパンガスボンベ、
看板、自動販売機、電柱等のそばから離れ、少しでも広い場所へ退避する。

テレビ、ラジオ、携帯電話・スマートフォン、
防災行政無線　など

基 本的行動

日常生活で行動する周辺の状況を把握し、落下や倒壊しそうな
危険箇所をイメージしておく。
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　国民年金は、老後やいざというときの生活を、
現役世代みんなで支えようという考えで作られた
仕組みです。
　具体的には、２０歳から公的年金に加入し、保
険料を納め続けることで、老後や、あるいは病気
やケガで障害が残ったとき、また、家族の働き手
が亡くなったときに、年金を受け取ることができ
る制度です。

　国民年金・厚生年金保険の「老齢年金」など、
老齢（退職）を支給事由とする公的年金は、税法上「雑
所得」として所得税の課税対象となります。
　日本年金機構は、受給者の方へ、その年、一年
間の年金の支払総額などが記載された「公的年金な
どの源泉徴収票」を作成し、翌年１月中に送付してい
ます。
　年金のみの所得で源泉徴収される方は、原則とし
て所得税の確定申告をする必要はないことになっていま
すが、他に収入（給与や年金）がある場合や、源泉
徴収税額の還付を受ける場合には確定申告を行ってく
ださい。確定申告の詳細については、お近くの税務署
など、税務相談窓口にお尋ねください。「源泉徴収票」
は、確定申告の添付書類の一つとして必要になります。
　なお、「障害年金」や「遺族年金」については非
課税ですので、「源泉徴収票」は送付されません。

国民年金保険料の納付期限は、
翌月の末日です。

忘れず納めましょう。

20歳になったら国民年金
～新成人の皆さんへ～ 平成29年分公的年金などの

源泉徴収票を送付

国民年金のポイント
◎将来の大きな支えになります。
◎老後のためだけのものではありません。

※20歳になる前に、日本年金機構より申請書
類などの郵便物が届きます。

■問い合わせ／南国年金事務所　☎８６４－１１１１
 ＜自動音声案内に従って②→②と押すと、国民年金課に繋がります。＞
 ＜自動音声案内に従って①→②と押すと、お客様相談室に繋がります＞
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ぶ
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と
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。
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。
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。
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６
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市
民
か
ら
の
お
便
り
（
親
子
ク
イ
ズ
）主
人
と
あ
ー
で
も
な
い
こ
ー
で
も
な
い
と
、ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

市
民
か
ら
の
お
便
り
（
親
子
ク
イ
ズ
）今
年
最
後
の
応
募
。来
年
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。


